
（第17226号）東 京 都 公 報令和2年11月27日（金曜日）

�

日
刊
（
日
曜
日
、
土
曜
日
、
休
日
休
刊
）

１

目

次

告

示

○
都
市
計
画
事
業
の
認
可
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…（
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部
緑
地
景
観
課
）…
�

○
市
街
地
再
開
発
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…（
都
市
整
備
局
市
街
地
整
備
部
再
開
発
課
）…
�

○
建
築
基
準
法
に
よ
る
一
団
地
の
区
域
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…（
都
市
整
備
局
市
街
地
建
築
部
建
築
指
導
課
）…
�

○
知
事
指
定
薬
物
の
指
定
の
失
効
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…（
福
祉
保
健
局
健
康
安
全
部
薬
務
課
）…
�

○
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
指
定
の
解
除
（
二
件
）
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
建
設
局
河
川
部
指
導
調
整
課
）…
�

○
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
指
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
�

告

示
（
選
）

○
不
在
者
投
票
管
理
者
を
置
く
施
設
の
指
定
…
…
…
…
…
…
…
…
�

規

則
（
公
）

○
東
京
都
道
路
交
通
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
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京
都
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土
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整
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事
業
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計
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縦
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…
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…
…
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…（
都
市
整
備
局
市
街
地
整
備
部
企
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課
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○
開
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行
為
に
関
す
る
工
事
完
了
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二
件
）
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
都
市
整
備
局
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建
築
指
導
事
務
所
開
発
指
導
第
一
課
・
開
発
指
導
第
二
課
）…
�

告

示

◉
東
京
都
告
示
第
千
四
百
四
十
二
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
調
布
都
市
計
画
公
園
事
業
を
認
可
し
た
の
で
、

同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
七
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

調
布
市

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

調
布
都
市
計
画
公
園
事
業
第
八
・
二
・
七

号
深
大
寺
・
佐
須
地
域
農
業
公
園

三

事
業
施
行
期
間

令
和
二
年
十
一
月
二
十
七
日
か
ら
令
和
六

年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

調
布
市
深
大
寺
南
町
二
丁
目
地
内

使
用
の
部
分

な
し

◉
東
京
都
告
示
第
千
四
百
四
十
三
号

東
京
都
市
計
画
事
業
泉
岳
寺
駅
地
区
第
二
種
市
街
地
再
開
発
事
業

の
事
業
計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年

法
律
第
三
十
八
号
）
第
五
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十

四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
七
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

市
街
地
再
開
発
事
業
の
種

類
及
び
名
称

東
京
都
市
計
画
事
業
泉
岳
寺
駅
地

区
第
二
種
市
街
地
再
開
発
事
業

二

事
業
施
行
期
間

平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
日
か
ら

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

施
行
地
区

港
区
高
輪
二
丁
目
、
同
区
芝
浦
四

丁
目
及
び
同
区
港
南
二
丁
目
の
各

一
部

四

施
行
者
の
名
称

東
京
都

五

事
務
所
の
所
在
地

中
野
区
中
野
一
丁
目
二
番
五
号

東
京
都
第
二
市
街
地
整
備
事
務
所

六

事
業
計
画
の
決
定
の
年
月

日

平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
日

七

変
更
の
内
容

事
業
施
行
期
間
を
令
和
十
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
延
長
す
る
。

施
行
地
区
を
港
区
高
輪
二
丁
目
の

一
部
に
改
め
る
。

八

事
業
計
画
の
変
更
の
年
月

日

令
和
二
年
十
一
月
二
十
七
日

◉
東
京
都
告
示
第
千
四
百
四
十
四
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
八
十
六
条

の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
し
た
の
で
、
同
条
第
六
項
の
規

定
に
よ
り
一
団
地
の
区
域
等
を
次
の
と
お
り
告
示
し
、
縦
覧
に
供
す

る
。
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令
和
二
年
十
一
月
二
十
七
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

対
象
区
域
の
地
名
地
番
及
び
認
定
年
月
日

対
象
区
域
の
地
名
地
番

認
定
年
月
日

大
田
区
羽
田
空
港
二
丁
目
の
一
部
、
同
所

一
番
の
一
部
、
二
番
及
び
三
番
の
一
部
並

び
に
羽
田
空
港
三
丁
目
一
番
の
一
部
、
三

番
一
か
ら
同
番
十
四
ま
で
、
同
番
十
五
の

一
部
及
び
五
番

令
和
二
年
十
一
月

九
日

二

認
定
計
画
書
の
縦
覧
場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
市
街
地
建
築
部
建
築
指
導
課
（
東
京
都
庁

第
二
本
庁
舎
三
階
中
央
）

◉
東
京
都
告
示
第
千
四
百
四
十
五
号

東
京
都
薬
物
の
濫
用
防
止
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
七
年
東
京
都

条
例
第
六
十
七
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
知
事
指
定

薬
物
の
指
定
が
次
の
と
お
り
効
力
を
失
う
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
七
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

失
効
す
る
知
事
指
定
薬
物
の
名
称

㈠

化
学
名

メ
チ
ル＝

３
・
３－

ジ
メ
チ
ル－

２－

﹇
１－

（
ペ
ン
ト－

４－

エ
ン－

１－

イ
ル
）－

１
Ｈ－

イ

ン
ダ
ゾ
ー
ル－

３－

カ
ル
ボ
キ
サ
ミ
ド
﹈
ブ
タ
ノ
ア

ー
ト
及
び
そ
の
塩
類
（
通
称
名
Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ｂ－

４
ｅ
ｎ

－

Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ａ
）

㈡

化
学
名

１－

｛
２－

メ
チ
ル－

４－

﹇
（
Ｅ
）－

３－

フ

ェ
ニ
ル
プ
ロ
パ－

２－

エ
ン－

１－

イ
ル
﹈
ピ
ぺ
ラ

ジ
ン－

１－

イ
ル
｝
ブ
タ
ン－

１－

オ
ン
及
び
そ
の

塩
類
（
通
称
名
２－

ｍ
ｅ
ｔ
ｈ
ｙ
ｌ－

Ａ
Ｐ－

２
３

７
）

㈢

化
学
名

Ｎ
・
Ｎ－

ジ
エ
チ
ル－

２－

｛
﹇
２－

（
４－

イ

ソ
プ
ロ
ポ
キ
シ
フ
ェ
ニ
ル
）
メ
チ
ル
﹈－

５－

ニ
ト

ロ－

１
Ｈ－

ベ
ン
ゾ
﹇
ｄ
﹈
イ
ミ
ダ
ゾ
ー
ル－

１－

イ
ル
｝
エ
タ
ン－

１－

ア
ミ
ン
及
び
そ
の
塩
類
（
通

称
名
Ｉ
ｓ
ｏ
ｔ
ｏ
ｎ
ｉ
ｔ
ａ
ｚ
ｅ
ｎ
ｅ
）

二

失
効
の
理
由

当
該
知
事
指
定
薬
物
は
、
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有

効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
十
五
項
に

規
定
す
る
指
定
薬
物
及
び
同
法
第
七
十
六
条
の
四
に
規
定
す
る
医

療
等
の
用
途
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
二

年
厚
生
労
働
省
令
第
百
八
十
五
号
）
の
施
行
に
よ
り
、
医
薬
品
、

医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
二
条
第
十
五
項

に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
薬
物
に
指
定
さ
れ
る
た
め

三

失
効
年
月
日

令
和
二
年
十
一
月
二
十
九
日

四

罰
則
の
適
用

こ
の
指
定
の
失
効
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
千
四
百
四
十
六
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
及

び
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
三
十
年
東
京
都
告
示
第

八
百
九
号
に
よ
り
指
定
し
た
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特

別
警
戒
区
域
の
う
ち
、
別
表
に
掲
げ
る
区
域
の
指
定
を
解
除
す
る
。

な
お
、
「
別
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
東
京

都
建
設
局
河
川
部
及
び
練
馬
区
役
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
七
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子
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◉
東
京
都
告
示
第
千
四
百
四
十
七
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
及

び
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
六
年
東
京
都
告
示

第
三
百
九
十
二
号
、
平
成
二
十
七
年
東
京
都
告
示
第
千
五
十
三
号
、

平
成
二
十
八
年
東
京
都
告
示
第
三
百
六
十
七
号
及
び
平
成
三
十
一
年

東
京
都
告
示
第
三
百
六
十
四
号
に
よ
り
指
定
し
た
土
砂
災
害
警
戒
区

域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
う
ち
、
別
表
に
掲
げ
る
区
域
の

指
定
を
解
除
す
る
。

な
お
、
「
別
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
東
京

都
建
設
局
河
川
部
、
東
京
都
南
多
摩
東
部
建
設
事
務
所
及
び
町
田
市

役
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
七
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子
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◉
東
京
都
告
示
第
千
四
百
四
十
八
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
及

び
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
別
表
の
と
お
り
土
砂
災
害
警

戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
指
定
す
る
。

な
お
、
「
別
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
東
京

都
建
設
局
河
川
部
、
東
京
都
南
多
摩
東
部
建
設
事
務
所
及
び
町
田
市

役
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
七
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子
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告

示
（
選
）

◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
五
十
九
号

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
五

十
五
条
第
二
項
及
び
第
四
項
第
二
号
（
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和

二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
及
び
漁
業
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年

政
令
第
三
十
号
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
並
び
に
最
高
裁
判
所
裁

判
官
国
民
審
査
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
百
二
十
二
号
）

に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

に
基
づ
き
、
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
次
の
と
お

り
指
定
し
た
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
七
日

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会

施

設

の

名

称

所

在

地

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
上
石

神
井
幸
朋
苑

練
馬
区
上
石
神
井
三
丁
目
二
番
十
八

号

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
上
石
神
井

幸
朋
苑

練
馬
区
上
石
神
井
三
丁
目
二
番
十
八

号

規

則
（
公
）

東
京
都
道
路
交
通
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
２
年
１１月

２７日

東
京
都
公
安
委
員
会

委
員
長

北
井

久
美
子

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
規
則
第
７
号

東
京
都
道
路
交
通
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
道
路
交
通
規
則
（
昭
和
４６年

１１月
３０日

東
京
都
公
安
委
員

会
規
則
第
９
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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第
２
条
の
２
第
１
項
中
「
第
６
条
の
３
の
３
」
を
「
第
６
条
の
３

の
５
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
２
() 裏
及
び
別
記
様
式
第
２
の
２
() 裏
中
「
第
４４条

」
を

「
第
４４条

第
１項
」
に
改
め
る
。

別
表
第
４
採
点
基
準
の
項
１２中

「
第
４
４
条
」
を
「
第
４
４
条
第

１
項
」
に
改
め
る
。

附
則

１
こ
の
規
則
は
、
令
和
２
年
１２月

１
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都

道
路
交
通
規
則
別
記
様
式
第
２
及
び
別
記
様
式
第
２
の
２
に
よ
る

用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

告

示
（
海
区
漁
調
）

◉
東
京
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
告
示
第
三
号

東
京
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
会
議
規
程
（
平
成
十
六
年
東
京
海
区

漁
業
調
整
委
員
会
告
示
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
七
日

東
京
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

第
十
一
条
中
「
東
京
都
海
面
利
用
協
議
会
」
を
「
東
京
海
区
漁
業

調
整
委
員
会
海
面
利
用
小
委
員
会
」
に
改
め
る
。

◉
東
京
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
告
示
第
四
号

東
京
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
公
聴
会
に
関
す
る
手
続
規
程
（
平
成

十
六
年
東
京
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
告
示
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
七
日

東
京
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

第
一
条
中
「
第
十
一
条
第
四
項
」
を
「
第
六
十
四
条
第
五
項
（
同

条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
二
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
告
示
第
五
号

東
京
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
意
見
の
聴
取
に
関
す
る
手
続
規
程

（
平
成
十
六
年
東
京
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
告
示
第
八
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
七
日

東
京
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

第
一
条
中
「
第
十
条
、
第
二
十
二
条
、
第
三
十
四
条
第
四
項
、
第

三
十
七
条
第
一
項
、
第
三
十
八
条
第
一
項
並
び
に
第
三
十
九
条
第
一

項
、
第
二
項
及
び
第
十
三
項
（
法
第
三
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
三
十
八
条
第
三
項
」
を
「
第
六

十
九
条
第
一
項
、
第
七
十
六
条
第
一
項
、
第
八
十
六
条
第
一
項
（
免

許
後
に
条
件
を
付
け
る
場
合
に
限
る
。
）
、
第
八
十
九
条
第
一
項
、

第
九
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
九
十
三
条
第
一
項
（
こ

れ
ら
の
規
定
（
法
第
六
十
九
条
第
一
項
及
び
第
七
十
六
条
第
一
項
の

規
定
を
除
く
。
）
を
法
第
八
十
八
条
第
四
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
、
第
百
十
六
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
百
七
十
七
条

第
十
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
六
項
」
に
改
め

る
。第

二
条
中
「
第
十
条
」
を
「
第
六
十
九
条
第
一
項
及
び
第
七
十
六

条
第
一
項
」
に
、
「
第
十
四
条
」
を
「
第
十
三
条
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
第
一
条
の
二
」
を
「
第
九
条
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
三
項
中
「
第
一
条
の
二
」
を
「
第
九
条
」
に
、
「
求

め
」
を
「
規
定
に
よ
る
求
め
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
二
項
中
「
前
項
の
」
を
「
前
項
に
規
定
す
る
」
に
改
め

る
。第

八
条
中
「
第
一
条
の
二
」
を
「
第
九
条
」
に
改
め
る
。

第
九
条
を
削
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
第
一
条
の
二
」
を
「
第
九
条
」
に
、
「
又
は

参
加
人
と
当
事
者
」
を
「
と
当
事
者
又
は
参
加
人
」
に
改
め
、
同
条

を
第
九
条
と
す
る
。

第
十
一
条
の
見
出
し
中
「
弁
明
書
」
を
「
陳
述
書
」
に
改
め
、
同

条
中
「
第
一
条
の
二
」
を
「
第
九
条
」
に
、
「
弁
明
書
」
を
「
陳
述

書
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
条
と
す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
第
一
条
の
二
」
を
「
第
九
条
」
に
改
め
、

同
項
第
五
号
中
「
弁
明
書
」
を
「
陳
述
書
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項

中
「
第
一
条
の
二
」
を
「
第
九
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
一
条
と

す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
第
一
条
の
二
」
を
「
第
九
条
」
に
改
め
、

同
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。

第
十
四
条
第
二
項
中
「
第
一
条
の
二
」
を
「
第
九
条
」
に
改
め
、

同
条
を
第
十
三
条
と
す
る
。

第
十
五
条
中
「
第
一
条
の
二
」
を
「
第
九
条
」
に
、
「
第
十
条
」

を
「
第
六
十
九
条
第
一
項
及
び
第
七
十
六
条
第
一
項
」
に
、
「
同

法
」
を
「
手
続
法
」
に
、
「
弁
明
書
」
を
「
陳
述
書
」
に
改
め
、
同

条
を
第
十
四
条
と
す
る
。

第
十
六
条
中
「
の
規
定
、
第
十
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
の
規
定
及

び
第
十
四
条
」
を
「
、
第
九
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
及
び
第
十
三

条
」
に
、
「
法
第
十
条
」
を
「
法
第
六
十
九
条
第
一
項
及
び
第
七
十

六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
五
条
と
す
る
。

附

則
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こ
の
告
示
は
、
令
和
二
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示
（
内
水
漁
管
）

◉
東
京
都
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
告
示
第
四
号

東
京
都
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
公
聴
会
に
関
す
る
手
続
規
程

（
平
成
十
二
年
東
京
都
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
告
示
第
二
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
七
日

東
京
都
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

第
一
条
中
「
第
十
一
条
第
四
項
」
を
「
第
六
十
七
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
四
条
第
五
項
（
同
条
第
八
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
二
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
告
示
第
五
号

東
京
都
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
意
見
の
聴
取
に
関
す
る
手
続
規

程
（
平
成
十
二
年
東
京
都
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
告
示
第
三
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
七
日

東
京
都
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

第
一
条
中
「
第
十
条
、
第
二
十
二
条
、
第
三
十
四
条
第
四
項
、
第

三
十
七
条
第
一
項
、
第
三
十
八
条
第
一
項
並
び
に
第
三
十
九
条
第
一

項
、
第
二
項
及
び
第
十
三
項
（
法
第
三
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
三
十
八
条
第
三
項
」
を
「
第
六

十
九
条
第
一
項
、
第
七
十
六
条
第
一
項
、
第
八
十
六
条
第
一
項
（
免

許
後
に
条
件
を
付
け
る
場
合
に
限
る
。
）
、
第
八
十
九
条
第
一
項
、

第
九
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
九
十
三
条
第
一
項
（
こ

れ
ら
の
規
定
（
法
第
六
十
九
条
第
一
項
及
び
第
七
十
六
条
第
一
項
の

規
定
を
除
く
。
）
を
法
第
八
十
八
条
第
四
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
、
第
百
六
十
九
条
第
二
項
並
び
に
第
百
七
十
七
条
第
十
四
項

に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
二
条
中
「
第
十
条
」
を
「
第
六
十
九
条
第
一
項
及
び
第
七
十
六

条
第
一
項
」
に
、
「
第
十
四
条
」
を
「
第
十
三
条
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
第
一
条
の
二
」
を
「
第
九
条
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
三
項
中
「
時
」
を
「
と
き
」
に
、
「
第
一
条
の
二
」
を

「
第
九
条
」
に
、
「
求
め
」
を
「
規
定
に
よ
る
求
め
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
二
項
中
「
前
項
の
」
を
「
前
項
に
規
定
す
る
」
に
改
め

る
。第

八
条
中
「
第
一
条
の
二
」
を
「
第
九
条
」
に
改
め
る
。

第
九
条
を
削
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
第
一
条
の
二
」
を
「
第
九
条
」
に
改
め
、
同

条
を
第
九
条
と
す
る
。

第
十
一
条
の
見
出
し
中
「
弁
明
書
」
を
「
陳
述
書
」
に
改
め
、
同

条
中
「
第
一
条
の
二
」
を
「
第
九
条
」
に
、
「
弁
明
書
」
を
「
陳
述

書
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
条
と
す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
第
一
条
の
二
」
を
「
第
九
条
」
に
改
め
、

同
項
第
五
号
中
「
弁
明
書
」
を
「
陳
述
書
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項

中
「
第
一
条
の
二
」
を
「
第
九
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
一
条
と

す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
第
一
条
の
二
」
を
「
第
九
条
」
に
改
め
、

同
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。

第
十
四
条
第
二
項
中
「
第
一
条
の
二
」
を
「
第
九
条
」
に
改
め
、

同
条
を
第
十
三
条
と
す
る
。

第
十
五
条
中
「
第
一
条
の
二
」
を
「
第
九
条
」
に
、
「
第
十
条
」

を
「
第
六
十
九
条
第
一
項
及
び
第
七
十
六
条
第
一
項
」
に
、
「
弁
明

書
」
を
「
陳
述
書
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
四
条
と
す
る
。

第
十
六
条
中
「
の
規
定
、
第
十
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
の
規
定
及

び
第
十
四
条
」
を
「
、
第
九
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
及
び
第
十
三

条
」
に
、
「
法
第
十
条
」
を
「
法
第
六
十
九
条
第
一
項
及
び
第
七
十

六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
五
条
と
す
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
二
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

公

告

土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
の
縦
覧
に
つ
い
て

東
京
都
市
計
画
事
業
新
宿
駅
直
近
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事

業
計
画
を
定
め
る
た
め
、
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律

第
百
十
九
号
）
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
七
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

縦
覧
期
間

令
和
二
年
十
一
月
三
十
日
か
ら
二
週
間

二

縦
覧
場
所

中
野
区
中
野
一
丁
目
二
番
五
号

東
京
都
第
二
市
街
地
整
備
事
務
所

三

縦
覧
時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
三
十
分
ま
で

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
し
た
次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
は
、

完
了
し
た
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
七
日
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東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

浅

井

勉

開
発
区
域
又
は
工
区
に

含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

許
可
を
受
け
た
者
の

住
所
及
び
氏
名

昭
島
市
中
神
町
三
丁
目
二
百
六
十

四
番
一
、
同
番
八
、
同
番
十
五
及

び
同
番
十
六

稲
城
市
東
長
沼
五
百
二
十
八
番

地
の
一

株
式
会
社
グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ム

代
表
取
締
役

上
村

範
丈

神
奈
川
県
川
崎
市
多
摩
区
登
戸

三
千
二
百
三
十
四
番
地
二

ホ
ー
ム
ラ
イ
フ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

工
藤

宗
義

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
し
た
次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
は
、

完
了
し
た
。

令
和
二
年
十
一
月
二
十
七
日

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

浅

井

勉

開
発
区
域
又
は
工
区
に

含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

許
可
を
受
け
た
者
の

住
所
及
び
氏
名

調
布
市
小
島
町
三
丁
目
九
十
番
十

三

調
布
市
西
つ
つ
じ
ケ
丘
三
丁
目

三
十
三
番
地
六

株
式
会
社
武
蔵
野
不
動
産

代
表
取
締
役

石
井

洋
子

府
中
市
是
政
二
丁
目
三
十
二
番
四
、

同
番
十
二
、
同
番
三
十
一
、
同
番

三
十
二
及
び
同
番
三
十
六

武
蔵
野
市
境
二
丁
目
二
番
二
号

株
式
会
社
飯
田
産
業

代
表
取
締
役

千
葉
雄
二
郎発 行

東

京

都

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

電
話

〇
三（
五
三
二
一
）一
一
一
一（
代
）
郵便番号
１６３―８００１
定 価

本
号

三
〇
円

一
箇
月

六
、
六
〇
〇
円

（
郵
送
料
を
含
む
。）
印刷所

勝

美

印

刷

株

式

会

社

東
京
都
文
京
区
白
山
一
丁
目
十
三
番
七
号

電
話

〇
三（
三
八
一
二
）五
二
〇
一（
代
）
郵便番号
１１３―０００１


